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本報 は 未 利 用濶葉樹 の 利 用 開發 が 人工 

乾燥の適否に負ふことの極めて大なるに 

鑑み、技 簡北 村 義頂を Lて道 産 ブ ナ州 に 

就 さ 人工 乾 燥 試 驗 を 行は L め、 特 に本 乾 

燥 材 に 加 工 せる 家 J製 品に 對 する 爾後 の 

狂 の 行無 を も 併 せ 調 査 し 取 ﾡ めたるもの 

にして、 實 用 上 參 考 とな る べき を 以て、
・

技 に時 報 として掲ぐることとす。

北 海 道 林業 試 驗 場 長

林願博 L: 石 原 供 三
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北海道産ブナ(Fagus crenata Bl.) は渡、後志、ﾡ振の岡に天然 

林を形成し、共の蓄積は六百七十萬立方米あり、年々約十萬立方米 

が伐探せ られてゐるも、材が發色腐朽 し 易いのと ひがだし い爲、 

従木、床板、枕木、下駄齒、箱材、新炭材等として消我せられ 

てゐるに過ぎな いのであって、共の利用範国は極め て 淡小で材価 も

低である。然るにブナ材をﾡると髄線の当れJ合が温雅で、外 

親も亦優美である し又共の缺隔と し てゐる僞心材も、之が使用法に 

工犬を加人れは大にﾡ致があ る もの とな る。僞心材の 応だし い も 

のは塗装によつて模擬材とすることも出來る。斯様な點から考へて 

充分優良家具材  •として用ふべ 3 素質がある。ﾡ狂ひを防止すること 

が問題とな るので、人工ﾡ燥試験を行ひの製品で余具頼を作製し 

狂 ひ の 防 止効果 そ 研究 中 である。

ﾡには共の成績の一部ではあるが、ブナの利用開發上一般の參 片 

となる ﾡもあらうと 思 う て 槪略を發表 し な火節であ る。

I- 試験方 法

(1)供 試 木

供試木は北海道後志國瀬棚郡東瀨棚村字苔谷地、北海道國 行林 

研伐製品である。

本開域の地形は率通 り、澤筋及び丘陵地の三段に分たれて 居 り、 

峯通 り は利商北に縦走し共の東方に方向に走れる浮筋があ り、共 

の I:流ー帶は丘陵地となってゐる。 価は砂価ﾡ計、深座、結

今度軟、濕度潤、腐植質 6 〜 10 極である。本林は ブナ、 ナラ、イタ 

"、トドマツ等の混淆林で疎密:中庸であろ。ブナ的は130年が、



ら 2204生で、5i径は40ﾡから 70 ﾡ、樹崎は 2う 米に及ぶも 

のがあり、一般に生長良好である。

(2)供試材の作製

供試木は六月初旬汽M愉送に ょって東瀨側荒から町幌北に直送 

し、常試驗場利川試験所 上場に卷立の L、味板、一坂、一小脈、 

七分から 一寸八分 に 年 る 板材竝 に極材に 作製 し て 天然ゆ化機 卜に場にﾡ 

積し、必要に應じて乾燥に附したものである。尙材質試驗用供試材 

と して概準木12 本を還み、各 I 本に就てﾡを通つてi変する面i 

によ って 4本のﾡ材(一逸の長さ 10ﾡ を木 り、之から一邊の長 

さ 10ﾡの立方ﾡを作製しな。依つて供試材は材質ﾡ川と し て ケ 

盤18仙、靴燥材と し て 138.5 石である。

(3) 乾爆装置

防燥は熱源を 蒸氣に求め、ロ 然換領法 を主尚と し 之に 冷却法 と熱 

風送風法を加味したもので•、共の裝般はボイラーと防燥’室:に分たれ 

てゐる。之等の構ﾡの 大 災は 次 の 如くである。

a) ボイラー

ボイ ラーは機間多符式でﾡ約115頼、長さ約2.6 米の大さを行し、 

中 央部に徑、高 さ に約 70ﾡの スチームド 1 ム があ り、約 7.5 ﾡの 

引I抜鋼管 28 本の煙管があって常用氣視 6 ﾡ下力ﾡで仙川 L て ゐ 

る。ボイ ラー の給水装能は ウォーシン トンボンプとイン ゼク ターと 

容 t 0.6 立米入りのタンクとであって、随約水す る ことの 出來 

る樣に装備してある。メボ4 ラーの燃料は製材の際に生ずる魔材と 

ﾡ刑 とを使用してゐる。ボイ ラー か ら 乾燥室への蒸氣の供給は ボイ 

ラーの ドー ・から主導符に導かれ、一は高腿の儘、他は減崖され て 

乾燥室内 の放熱管 に導かれ てゐ る。乂放熱管には バケ ッ ・州 I- 

ラ ッ ブがあり、冷却 さ n た蒸氣は ドレン とな って 自 動的に タンク に 

流入するやうにつてゐる。

b)L燃ギ

化媒者の さ t川口 2 問、奥行 3 間、高 さ 2.7 間でJ地 L部1O尺、

地 ドiじう人で、仙に排須孔口 (大ささ縦5 小、横3寸) (の=) 

た4180あり。前面のﾡ製扉を除いて他は凡てﾡﾡﾡとなつて

ゐる。・ボは、エ ゾマ ツ 1 吋角の格子板で張つてあ り、その上にレ ー ル

を敷てトロ ソ ー (dのロ を運行せしめるやうになつてゐる。J地
ドﾡは放ﾡﾡ(のホ と述氣孔道 (圖のへ)が設けられてある。

放はヘッダー型、
ッ ダー 1個 と 小

型 ヘッダー 4個

に逃ﾡせられて 

ゐる。森氣の供 

給調節は宅外に 

於てバル ブのI 

Mによつて 加減 

することが出ペ 

るやう になって 

ゐるo

本乾燥室に於 

ける氣流の循環 

は、次の如 く であ 

る。遊氣孔から 

這入った空氣は 

放熱管で熱せら 

nて上し、ﾡ 

燥資材の極積し 

てある間を通つ

Ii径 11 吋、長さ 14 のﾡ管62木を型へ

人工乾棟'室斷面圖

イ)村 料 (三)排孔H (卜)オモリ村

(p) トロリー (ホ)放熱器

( 排 氣 孔 ( 送 4 孔

( " ) ( 3 )



て略桁状に循果する。 の間に材から水分をリ収し てﾡ消と な 

り、一部はドレンとなつて流下し、他は排氣孔をﾡて突からﾡ外 

に過散する。

樹材ﾡに よ って 氣流の循環が順調に 行はれ ないことあ る と 慮 り、 

之が柿以ﾡと して床に接する部分にウ オ-タースプレイイ を 

設け、 必災にMじ冷水を通じてバイ ブの小孔から水をメプレ ィせL 

めるやうになってゐる。乂佐燥室の後部に熱風送風装置と し てエ ・ 

フィンロ-ター と加風様とがあ り、之のみに依る め燥 も 川、メ氣 

流の循環を助ける F段と % して使川してゐる。

スラー ミング刑蒸須ﾡ山管は他燥室内嘩た行に上、 、 F三段に 

取付けられ、必要に應じて蒸気を噴出せしめる用に供せられてゐる,、

(4) 乾燥操作

a) 準 備

乾燥開始前の準備と しては、資材の桜所とゆ計の顕仙所の 

定 と様定 スケヂュール の決定 と であ る。

棧積は平積で並行積である。ﾡ木は一長さ 1米岐は2 米のも 

のを用人。資材間の間隔は材種によ つて巣なる %約3-4ﾡと し、

部のみル く し て 60-70ﾡと なるやう に積み、 材の高5 さ を約 2 米 

位にする。最上部の積板は兩側に渡る如く 積み、丁座蓋をしたやう 

にして、放熱器によって熱せられた空氣が天井まで 1ニ昇するのを防 

いだものである。火ﾡﾡの上部にはﾡ材をiいて、資材の乾: 燥する 

に從って反曲するの•を防いだ。

株状 乾: 濕計の懸垂個所は棧積材の前面 中 央部と 後部中央と 仙mi 

央部との三個所であっ て、之によ って 氣流の循環によ つて替動す る 

導をﾡ索L な。

ﾡ定 ス ヶ デュ -ルは位燃作業の撮をな す 曦な 町柄であって、 

樹種、材和、含水本等をク的してﾡめ統ぬ期間と之にﾡする温、 

濕度を決定し、とをとル準と し て作を進行せし める ものである。

b) スラーミング

準働が終れ 位燥室山入 口 の扉 と 送氣孔 と 排氣孔 の ダムバー を 閉 

ﾡし、 ステームスプレイバイプによつてメラー ミン グ を 行ふ もの で 

あるが、共の持績時間は樹種、材種及び含水率によつて異なるもの 

である。

ステーミ ングの同的は.材の外のみの急激な縦燥を級和せしめ 

る もので、一1内部女で温ﾡ氣を謎透せし めて内外の水分保有出を 

均等に し、内部から外部へ水分の縦的散を誘旭せL めるに数果 

がある ものである。

スラー ミングを行人には初は徐々にし、後次第に室内濕度を飽和 

せしめるやうにする。

ステーミ ングの操作に よっ て實驗上、所前表面護化を防止するこ

・ が知れたので,、乾爆の經過中に於て も表而硬化の虞あ$る時には之 

を行つて之を防止しなのである。

C)操 作

以上のメラー ミングを終ると、 途氣孔 と 排氣孔のダ ・バー を 僅か 

に開いて飽和蒸氣を徐々に室外に排出せしめながら、豫定スケヂュ 

-ルのゆ球と湖球の油にﾡせL めるやう にする。此の場合に氣流 

の循項を適常な らしめ るﾡに排氣孔 と 氣孔のダムー の開Mを調 

節する。此の温と消の調節作業は一止夜に 10回以 上行人必要 

がある。故に従米山は正夜交祥でﾡ測に従Lて、常に一定の温度 

と 濕度 と を持継す るやう に分めねばな ら な い。

次に日 々の水分ﾡ散を知る爲には、ﾡめﾡ川してitいな試材を 

棧積中に揷入し、之を毎和L てjの1f差によつて推定する。

繰定ス ケュ -ルの期川を終つな川はﾡ氣の供給を継も、温を 

徐々に ド除せしめ材を冷却せしめ。後、製品の訓在に移るものであ

( 4 ) ( う )



る。 若し様な採作を締ないでちに室外に出すと、制型をと生する 

か或は著し 〜反 Iを 生ず るものである。

(5) 調 査

a)材私と歩止の在定

資材各個に就いて長さ、幅、厚さと、長さはステーノレテーフ'、幅 

とさは遊標人 (補術度 sbmm) を以て、乾燥の前後 兩回測定 して 

材積を算出するとに歩止を計算し、父収縮半を見出したな。乾燥材 

の反前、制裂、共の他の缺點甚だしいもので共の儘使用する こ との 

出來ない もの は、缺 当仙 所を切 ﾡして使 目 部 分 のみ に 就いて 共 の 人 

3さを測定した。從って反曲或は缺點の生じた乾燥材は共の步心は 

大いに減少するのである。

b) 含水率の測定

棧積材中 の一個或は 数仙を 資材 として、 之等のN端か ら 小木ルを 

截斷して防燥前に秤:よし、之をラルモメタッ ト で絶に附して?水 

率を測って極積材の乾燥前の含水率とし、殘餘の試材は乾燥に附し、 

終了後前同様の方法によって含水率を求め乾燥後の含水率と行做し 

な。凡ての含水率は次の式によ って求めた。

(
Gっ - G。 , Aへ

——------- X 100Go

仙L 7 は命水、Ciラ はは合小相 ラ ハ時〃試材り朮量,(i。 はは

e) 收 縮率 ・

收縮率は次の式によつて求めた。

収純半=-AョスA登*Io。 戯は」 AA0-*1oo

メ含水率 1% の減少に伴な ふ收縮率は.

ALAr OO A=A0x100
Ao(1一9 ー A0*2

fll. L Ao1 け木み水料 1の時供試村人さ さ 、 Ars は妹*命水料 : のmノ( 

試材のも さ、A。 は絶乾時の 供試材の 大き さ

d) 比 重

比は次の式に よつ て 求めた。

氣 乾比重 = ぐ: *100

iiL(i:は(が村の然R述 cg、V: は本純時にかける ﾡが村つ後業(cm)

絶物比=-V*100

IL Ci。 は代試材の絶1i(g)、Vo は絶並時に於け る 代試村の位新 (em

II 成 績

(1 ) フナ材の性質

a)年輪密度及び比質

供試木12 本、10ﾡ立方間47 個の供試材に就いて測定した結果は

大衣の如く である。

代 

施

試木 供試材 
川 數

年 
密 灰

上木態 4 地
合水だ

2
比

100商 103商

合水 
先

ヒ 5 
100i

I 16 4 3.0 S7.6S 9S.19 15.0 66.6: 62.1S

ロ 17 4 4.0 S1.5S 101.05 14 71 70.58 66.41

34 4 5.2 05.92 85.03 15 04 (4.5S 60.44

35 4 6.0 68.18 84.03 15.30 64.17 59.98

44 4 6.2 73.63 93.99 15.16 69.4S 63.74
46 4 6.6 90.01 97.21 15.9G 64.47 G0.03

5 4 8.1 67.49 87.20 14.58 65.64 59.06

29 4 4.5 67.45 91.50 15.30 67.7S 6:.73

27 4 10.1 76.7S 90.87 15.40 G7.S4 G3.47

2s 分 6.5 74.43 91.67 15.32 66.72 62.36

22 4 6.S 96.75 95.23 15.84 60.46 56.25

23 4 6.0 87.67 93.74 17.73 63.55 59.26

平 均 6.2 78.18 • 92.55 15.44 65.99 0141

前表から観れば乾燥資材の年輪密度は 6.2 で生長中腐である。又 

木比派は92.55、筑ﾡ比重は65.99、絶織比は61.41である。

b) 收 縮 率

47 個の供試材に就いて測定した水分 1% の減少に伴なふ收縮率

( 6 ) ( 7 )



は、大の処 くである。

木ルﾡ水4ド78.1S)よリ と 氣乾状態 (介小ﾡ15.44)よリﾡ
供試 木 供試材 状態(命水15.41)に る ii、今水 材状態に至る間、今小率 126 ハ

準 1 6 減少 に伴な ふ牧縮(2%) 少に伴なふ収締(%)

記 2 ル 數
畏 さ

幅
長 さ

担 II 1 板 II I 担 日 极 日

I 10 4 0.0404 0.0898 0.0021 0.2598 0 3207 0.0058

I 17 4 0.0564 0.1114 0.0049 0.2137 0.3100 0.0133

N 34 4 0.0698 0.1025 0.0050 0.2082 0.2773 0.0096

W 35 4 0.0555 0.0009 0.0025 0.1940 O.27S9 0.0132

W 44 4 0.0714 0.11:7 0.0015 0.1 S85 0.2060 0.0167

W 46 4 0.050: 0.0700 0.0035 0.1887 0.2590 0.0062

I 5 4 0.07S1 0.1183 0.0056 0.1914 0.27S0 0.0925

W 32 4 0.0345 0.0733 0.0020 0.2110 0.2011 0.0219

IV 27 4 0.0741 0.093S 0.0022 0.2199 0,271S 0.0112

W 28 3 0.0949 0.10-11 0.0045 0.2130 0.2708 0.0111

I 22 4 0.0382 0.0584 0.0044 0.1874 0.262: 0.0125

I 23 4 0.0421 0.0805 0.0031 0.1757 0.2724 0.0136

ボ 均 0.0594 0.0936 0.0034 0.2043 0.2749 0.0131

上表から觀る と、板目方向の收縮率は柄目方向に比べる と大で約 

L3倍(生本狀態～氣筋状態)、L6倍(策乾狀態〜絶乾状態)、長3 

の方向 は甚だ小であ る。乂氣乾状態か ら 絶ﾡ状態に 年 る問 の收縮率 

は4生木状態から氣ﾡﾡ態に至る問の犬 ょ りで約 3.4 ﾡ(板申 ル 

向)、2.0倍 a正目方向)、3.8倍 (さの方向) である。

C)ブナ人工乾燥材の吸湯及び膨脹

供試材の大合 さ、ﾡ10 頼、さ 2 ﾡ、長 さ 30 純の人工乾燥材、 

合水半8% のもの20 個を吸濕器の中に入れて、器中廟a 度と濕度 

竝 に材の収潔 及 び膨脹の經過 をﾡ測 しなところ 別の 如 a 經過 と 辿

つたのである。

今之を一括すれ 

は右炎の如し。

尙氣乾含水率

期

I間

72

王 均 リ 濕 卅

桩 目板 回
温 ﾡ 初の ﾡ初の「と 終 

合水 今水今水 合水
°C I % %12%12%2%

7.o| 87 s| 17.7 8 10.3

2%

征「I板口

1.27 2.S5

15 %はで述する にはボ均潔度 87 2% に於て、板目板は 32 日、HE「I 板

は、42 日 を要したのである。

プナ牝燥版のリ潔版状況 ((試村: 30*10*2em)

( 8 )



(2) 乾燥スケチユール

乾燥試驗は昭和 十三年二月 か ら 同年十月 まで九 ヶ月 間 に ブナ版 

と板材及びﾡ 138.5 石に就〜て行つたもので、のﾡ燥ス ケ ヂュ - 

ルは次の如 く なつた。

ス ケ ヂュ - ル 1

資 村: プナ、 板

村 税: 23.0石 合水: 249%

日 數
度 c"C) 關係濕度 

(9る

合 水 

(2②2
ポ

埼 ﾡ
後 洋 要

1 43
•10

92
79 24 彼初 2 時li :0分ステ

2 46 40 02 21 - ミ ン グを行ふ

o
・ノ 4s 40 54 1S

i後に ステー ミング1

4 51
0

4: 14
・l行

5 .54 40 34 11

6 57 ss 9

7 G0 40 23 7

ス ケ デュ -ル2

式村:ブナ 材種: 一板、一吋半板

村 新: 17.9石 命水準: 239%(-板)、253%(--4小板)

乾
日

堺 
数

温 度 c©う ﾡ係2座 命 水 率 cの)
埼 要

珠 濕 球 (26) - 板 •时半板

1 44 43 93 2s 30 初3時Iステー ミ ン

2 4; 43 86 26 28 グを行ふ

3 45 40 07 23 2G
ﾡ燥期間中同午後 

時よ り 30 分川ステー
4 45 40 07 20 24

ミングを行ふ
5 48 40 ・ 54 18 23 最後に ステー ミング1

6 50 40 46 15 22 時間行ふ

7 54 40 34 13 19

s 5S 40 26 10 15

9 00 40 23 9

ス ケ チデユ ール3

f 村: ブナ 材 価： 一寸ハ分板

村・千: 153.7石 合水率: 239%

4 い ! 過 度 c°C) 曲係濕度 合水判 挿 y
□ | 此 ﾡ運 亜 c2の) (222

1 ' 44 -13 9: 26 最初1時間ステー ミ ン

2 4;49 s6 25 グを行ふ

: 45 40 67 31ﾡ燃期中毎日午俊
4 1 4S 40

54 1S 時D1 時間 ステー ミ

う 50 40 46 17
ングを行ふ

6 54 4c 34 15

7 5S 40 2G 1o 最後にステー ミング1

S 1 60, 40 2:
•時間行ふ

ス ケ ヂユ ール4

ﾡ 材： ブナ 村 和: 八分板、一寸四分板、一寸へ分極

村 税: 15.4石 合水準: 111%(八分板ゝ、79%(一寸四分板ゝ、S29%(-寸ハ分極)

6 操
日 数

a 度 c°©)
ﾡ係 

沿 度 
(222 八分板

k

—
四分

率 

寸 
板

(26)
一 寸 
八分極

摘 要

1 105 77 77 最初 2 日間 ステーミン

o 98 75 d ・) グを行ふ

89 72 6S 乾燥期間中毎日午後六

4 50 45 69 S2 69 64. 時よ り 1時間ステー ミ

5 51 45 64 76 61 52 ングを行ふ

6 51 •45 64 6S 5S 47 最後にステー ミング1

7 51 45 64 64 55 43 時間行

8 51 45 64 60 50 3S

9 52 45 59 う 47 34

10 52 45 h9 4S 43 9n

11 55 45 4s 40 勾

12 5う 43 41 31 28 20
13 う5 40 39 26 97 16

14 5S 40 26 21 22 11

15 60 40 29 14 18 s

16 60 40 oo ・ 12 16 7
17 60 40 29 14

( 10 ) ( 11



ス ケ チユ ールう

資 材： ブナ 材 種： 一寸一分板、一寸四分橋、二寸四分煙

材 税: 14.1石 合水率: 759%(一寸一分板)、77%(一寸四分ﾡ)、G03%(二寸四分橋)

12

紀 燥 
日數

温 度(°C) 円 係 合 ド ド (?の)
濕度 三 寸

乾球 漏球 - (2%) 一分板 四分煙 四 分種

1
・ 75 77 57 最初S 日Iステー ミ ン

o* 05 os . 52
グを行ふ

位燃期間中広口午後六

3 46 80 43 51 47

4 4s SO 39 46 4G
5 50 69 4う 45 時よ り1 時間ステー ミ

6 50 69
69

59

33 44 44 ングを 行ふ
7

8

50
52

北 43
41

49
:9

最後にステー ミング1

9 52 59 19 39 37 時i げ

10 5う 4s 16 37 36

11 55 4s 1う 36 3う

19 55 32 14 32

13 56 30 13 31 31

14 57 2S 19 o一 イノ 9s

15 58 26 12 25 26

16 59 24 11 o 24

17 60 23 10 IS 21 ・

18 0o 23 9 14 19

10 60 23 9 11 is
・

ス ケ ヂュ -ル6

資材： プナ 材ﾡ: 七分板、九分板、-・ー分板

財 税: 17.9石 合水率: 192%(七分板>、202%(九分板、2S3%(ーサー分板

乾 媒 
日數

温 度 c°C) 關 係 金 水 空 (2%)
濕度

七分板 九分板
- T

整を球 濕球 (2②) 二分板

1 20 oo 一 29 最初1 日間i ステーミン
2

3
4

4
45

45

42 86
79

73

20

1S

22
21

20

2s

26
25

グを行ぶ

ﾡ燥期間行日午後大

5 4う 07 17 19 24 ・時より1 時ステー ミ

6 45 67 1G 18 23 ン グを行ふ

7 48 54 15 17 22 我後に ステ ーミング 1
50 46 14 16 20

時間行ふ
9 54 34 13 15 17

10 5S 26 11 13 15

11 60 23 10 1 13

ス ケ チユ ール7

村: プナ

: 14.3 石

材 ﾡ 

合水判

九分板、一寸一分板、一寸四分極、一寸九分極

20%C九分板ゝ、30%(一寸四分桂>、2ラ%(一寸九分橋)

屹 繰 
日 数

過 座 c°© 両雨 金 k 率 (%)
濕度

九分板
一 寸 一寸 一 寸 摘 要

ﾡ 球 濕 球 (26) 一分板 四分煙 九分煙

1 44 42 SG 1S 26 27 27 扱初19 時間ステー ミ

o 一 45 49 79 15 20 1S 20
ン グを行ぶ

乾燥期間中毎日午後六
3 45 40 67 19 19 15 17 時よ り 1時間ステー ミ

4 47 40 5S 12 1S 12 15 ングを行ふ

5 47 40 5S 11 17 12 14
ﾡ後にステー ミング1

時間行ふ

6 49 40 50 11 16 11 13

7 52 40 40 10 16 11 13

8 55 40 32 9 15 10 10

9 58 40 96 S 13 9 10

10 6o 40 8 10 s 9

ス ケ チユ ール8

式村:ブナ 材種: 八分板、一寸板、一寸四分板

村 12.7石 合水率: 20%(八分板)、21%(-寸板)、23%(一寸四分板)

( 13 )

燥 
日數

温 度 c°C 商 係 
濕度 

(2%)

含 水 率 (%)

摘 要八分板 一寸板
一寸 
四 分板蛇 球 濕 球

1 44 42 86 23 oo 26 最初 12 時間ステー ミ

2 45 42 79 22 22 95
シ グを行

乾燥期間中毎日午後六

3 47 40 5S 20 20 22 時より 1時間ステー ミ

4 52 40 40 • 18 19 20
ングを行ふ

最後に ステーミング1

う 55 40 32 15 16 17 時間行ふ

6 58 . 40 26 12 13 14

7 00 40 23 10 11 19
• -

8 00 40 23 9 10 12
•



材

量 

資

材

ス ケ ヂュ ール9

プナ 材 種: 一寸四分板、一寸九分ﾡ

10.2石 今水率: 20若(一寸四分板)、20%C 寸九分

乾 燥 
日 数

消 度 c"C) 關係啓度
- (2の)
- 寸 
九分 ﾡ2 球 渦 球 (% 四分板

1

2

o ・

4

6

S

9

10

11

12

44 

44

44

45 

4-

50 

55

55 

5s 

o 

00

42

41

40

40

40

40

40

40

4o

40

se

79

73

37

32

96

oo ←・ノ

93

21

21

20

20

19

19

18

17

15

14

13

12

22

22

20

20

20

19

14

14

19

12

最初 1 日間ステー ミ ン 

グを行ふ

乾燥期間中毎口午後六 

時より1 時間 ステ - ミ 

ン グを行ふ

破後；.： ステーミング 1 

時間行

(3) 乾燥成績

乾燥各回に於ける材種、當初の含水率、乾燥日•數、最終含水率の 

分配、乾燥步止を一括して示せば次表の如し。

乾燥操作は資材の摩さ 及び含水率の多少に ょつて大に趣を興に 

する ものであるから、便宜上材の大 3 さ を板材に在って は 7～9 分 

板、10-12分板、14-18分板の三階級に、ﾡは14分、18-24分の 

二階線に、 交合水挙を生村(命水半60。以上ゝ、氣ﾡ材(合水#20 

-30%) の二階級に分ける と、本試驗に於ける乾燥回數は次の如き 

分配となつた。

1) 資材 7～9 分板の場合

生材 1回(スケ ヂュ - ル番ﾡ 4

氣乾材 4 回 (スケ デューノレ番號 2,6,7, 8)

2)資材10〜12分板の場合

14、 ( 15 )

スケヂ
L ー ル

番 2
村 稲

初の 
小
0

燥 
数

ﾡ終命水 料 cろ>

ﾡ可 市前1じ、不
歩 止 
(°%2

i 引

1 峠 板 94 7 7 8 燥 少止は製

- m 板 23 9 s 9 S7 品村然 と 式村

一 小 板 25 9 11 14 91 村器と比を

3
寸ハ分板 9: S 10 10 89 100 ! てだ

4 八 分 板 111 17 11 11 7S

4 寸四分板 79 17
M 14

1ラ 84

4 一寸ハ分ﾡ S2 17 7 7 7 S5

5 一寸一分板 75 19 9 10 91

5 →寸四分ﾡ 77 19 9 11 12 93

5 二寸四分ﾡ GO 19 17 18 20 . 91

6 九 分 板 20 11 10 11 19 94

6 一寸一分板 2s 11 12 13 14 93

G 七分板 19 11 9 10 10 07

7 九 分 板 20 10 S 09

7 ーー分板 25 10 9 9 10 76

7 一寸四分橋 30 10 8 9 9 sI
・ 7

一寸九分橋 25 10 sI 9 10 85

8 ハ 分 板 20 8 S 9 s9

8 一寸板 21 S 9 10 11 99

8 一寸四分板 23 8 11： 12 13 S9

9 一寸四分板 20 12 11 12 14 95

9 一寸九分届 20 12 11 12 14 09

4 材 1 回 (スケヂュール番脱 4
氣乾材 4回 ( スケヂュール 番脱2,6,7, 8

3) 資材14- 18分板の場合

生材 1 回 C スケチール 番脱 4)

氣乾材 3回 スケヂール 番號 3,8,9)

4) 材14 分ﾡの場合

生材 1 ( スケヂール 番脚 5)

気位材 1 ( スケケヂール 番號7)

5) 材18- 24 極の場合



生 材 2 回 (スケヂュール 番先キ, ウ)

■乾材 , 2m (父ケデュール番ﾡ7,9)

ﾡ燥は短時日 に貴品を得るのがであるから、 メケヂュールの 

貴否 も 位燥歩」止 と 終合水料の分祀 と 位燥 日 數 と によ つて 決定せ ら 

れるのである。斯樣な見地から乾燥成級表を躲めて 見れ

材 m
スケヂ| 
ユール 

番 ﾡ

初 の
位像状態

乾燥日數
従を燥歩止 

(5)

ﾡ 終

外で

合 水 2

-T前 i

1c2
中に、「

7～S分板 
支 は 时 板

2

G 

;

S.

ク

ク

ク

9

11

10

8

S7

94

62

89

s 

10

S

S

11
9

12

S

9

10 ～12分板 
或 は 1 时 板

o

G

7

8

4 乾

ク ・

ク

9

11

10

s

91

93

76

92

ハ

12

9

9 10

14

14

10

11

14 ～1S分板

3

8

9

4 %

ク

ク

8

S

19

S9

S9

95
1

10

11

11

19

12

10

14

18 ～24分ﾡ
4

5 ク

17 S5

1 91

7

17

7

18

7

S0
1

1s ～ 24 分 ﾡ
7

9

1C

1 92

8

11

9
1 ・

10

14

上表と ス ケ デ ール4の含水率前線に よつて 優良 ス ケ チ -ル % 

判定すれば次の如 く な る。

7-8 分板或は吋板の場介、氣ゆ村のば ス ヶ ヂュ -ル8

10-12 分版政は11 吋板の場合、氣乾材の時件 ス ヶ ヂデュ ール x

14-18 分版の場合、氣位材のは メケヂュール3

18-24 分極の場合、氣乾材の時は ス ヶ デュ -ル7

J の他 に 對 し て は試ﾡ回数が 尙 不足 で ある ので 城 では木 だ優 劣 ト 

決定するまでには行かなかつな。付れ後報で炎よする こととなら 

う。

III フナ人工乾燥材の防狂竝に家具試作品

バナ人丁位燃付、ゆ様i後合水*7-S - のものが、Iロの維過 

す るに従っ て 四lの温、ﾡに影響 せられて吸漏する状はブナ材 

の性質に於て述べて置いたが、 ナが他のﾡ材殊にナ ラ よ り澤に 

到する 感受性の大な ること は此の材の缺！%であ るとも 云ひ得 よう。 

然い听力,る缺隔は依燥製品を F早く 加工し、塗装仕上を速にする こ 

と に よつ て十分に除去する こ と の山ポる もので、從つて 狂ひも最小 

限に少く する ことが出來るのである。此の點に關し ては目 ド試驗

ではあるが、參考迄に二、三の家具試作品を紹介しその狂ひの有 

ﾡを校して見よ う。

家 具 試 作 ﾡ (附圖參血)

ロ mi 名 仙川締過 
年 月

仙川ﾡ所
仙 川 箇 所 に 於 け る

ひ
過区(282

子 1年2崎月
不材利用
試 歳 室

S.S1(-7～25 69.3(65 ～7S 微 小

街 立 14:9前】 ク ク ク な し

肘掛 椅 子 14:3商月 ク ク ク

陣 列 初 1年2簡月 ク ク ク

小 "t 5 筒 月 ク - 1.1 (-7〜7) 67.9(65～71) ク

花 楽 5 箇 月 ク ク ク ク

小 椅 子 9 箇 月 ク 6.07(-7～25) 61.7(65～77) ク

wi ら 塗裝は 各品共同一であって、次の操作に よったも のであるo

目止 価の粉、 グレー粉を主ﾡとし之にﾡ剤○他を加へたもの

下ﾡ ウッドシーラー3 u流

中型 リンデングシーラー2～3川流

, ト喃 色...小透リJに色Lたクリヤラッカー適t

仕:上.... ク リヤ ラッジカー3〜4山ﾡ

水研ざに磨仕上 耐水ペーパー とボリ ッ シング コンパウンド を用ふ

( 16 ) ( 17 )



前中子の狂微小と云ふは日述( (膨脹)の生じなものであ 

つ て、とは天版の 製iをﾡせなかつ なこと に原四 してゐるやう に 

思はれ る。乂斯様な 目違ひは獨 り ナ材に Lらず他の樹和に も4ず 

る も のである こ と をﾡに附L てitく。 の他の家具は5 ヶ 丿 J 乃年 

I 年2 ヶ月をﾡ過するも座少のチひも4ぜず、十分に川に供せらn 

るのみならす、 求としてﾡだ優秀であることを離りしてゐる。殊 

に 昨 年末札幌 三越六階 に 於 て開催の ナ 家具 覧 G C札幌家丁 ※ 

細合の主催で、本乾燥材を用ひた製作品、附岡參照)に出品した家 

に於て、何れ も極めて優秀である こ とが一般に丁解せられなので 

ある。
ブナ材に於ける溫度と

關係溫度と含水率との關係圖

(18
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